
JP 6527935 B2 2019.6.12

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内燃機関の排気管に配置されて該内燃機関から排出される排ガスの浄化を行うウォール
フロー型の排ガス浄化用触媒であって、
　排ガス流入側の端部が開口した入側セルと、排ガス流出側の端部が開口した出側セルと
が、多孔質な隔壁によって仕切られているウォールフロー構造の基材と、
　前記隔壁の内部であって前記入側セルと接する領域に、前記排ガス流入側の端部から前
記隔壁の延伸方向に沿って前記隔壁の延伸方向の全長Ｌｗ未満の長さＬ１で設けられてい
る第１触媒層と、
　前記隔壁の内部であって前記出側セルと接する領域に、前記排ガス流出側の端部から前
記隔壁の延伸方向に沿って前記隔壁の延伸方向の全長Ｌｗ未満の長さＬ２で設けられてい
る第２触媒層と、
　を備え、
　前記第１触媒層および前記第２触媒層は、それぞれ、前記隔壁の外部に比べて前記隔壁
の内部に偏って存在しており、
　前記隔壁の内部であって前記入側セルと接する領域には、前記排ガス流出側の端部と近
接する位置に、前記第１触媒層及び前記第２触媒層が設けられていない基材露出部を有す
る、排ガス浄化用触媒。
【請求項２】
　前記基材露出部が、前記隔壁の内部であって前記入側セルと接する領域に、前記排ガス
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流出側の端部から前記隔壁の延伸方向に沿って長さＬ３で設けられており、
　前記Ｌｗと前記Ｌ３とが、０．２Ｌｗ≦Ｌ３≦０．４Ｌｗを満たす、
請求項１に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項３】
　前記隔壁の前記延伸方向に直交する厚さ方向の全体厚みをＴｗとしたときに、
　前記基材露出部の厚みＴ３が０．４Ｔｗ≦Ｔ３を満たす、
請求項１又は２に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項４】
　前記第２触媒層のコート密度Ｄ２に対する前記第１触媒層のコート密度Ｄ１の比（Ｄ１

／Ｄ２）が１．３以上１．６以下である、
請求項１～３のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項５】
　前記Ｌｗと前記Ｌ１と前記Ｌ２とが、次式：１．００５Ｌｗ≦（Ｌ１＋Ｌ２）≦１．３
Ｌｗ；を満たすよう、前記第１触媒層と前記第２触媒層とが前記延伸方向に一部重なり合
って構成されている、
請求項１～４のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項６】
　前記Ｌｗと前記Ｌ２とが、０．４Ｌｗ≦Ｌ２≦０．８Ｌｗを満たす、
請求項１～５のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項７】
　前記隔壁の前記延伸方向に直交する厚さ方向の全体厚みをＴｗとしたときに、
　前記第１触媒層の厚みＴ１が、０．４Ｔｗ≦Ｔ１≦０．６Ｔｗを満たし、
　前記第２触媒層の厚みＴ２が、０．４Ｔｗ≦Ｔ２≦０．６Ｔｗを満たす、
請求項１～６のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項８】
　前記第１触媒層はアルミナを含み、
　前記第１触媒層の固形分全体を１００質量％としたときに前記アルミナの割合が１５質
量％以上５０質量％以下である、
請求項１～７のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項９】
　前記第１触媒層はセリウムを含み、
　前記第１触媒層の固形分全体を１００質量％としたときに前記セリウムの割合が５質量
％以上３５質量％以下である、
請求項１～８のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項１０】
　前記第１触媒層がロジウムを含む、
請求項１～９のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項１１】
　前記第２触媒層がパラジウムを含む、
請求項１～１０のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項１２】
　前記第２触媒層はアルミナを含み、
　前記第２触媒層の固形分全体を１００質量％としたときに前記アルミナの割合が２０質
量％以上６５質量％以下である、
請求項１～１１のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
【請求項１３】
　前記第２触媒層はセリウムを含み、
　前記第２触媒層の固形分全体を１００質量％としたときに前記セリウムの割合が２質量
％以上３０質量％以下である、
請求項１～１２のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
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【請求項１４】
　前記第２触媒層はバリウムを含み、
　前記第２触媒層の固形分全体を１００質量％としたときに前記バリウムの割合が１２質
量％以下である、
請求項１～１３のいずれか一項に記載の排ガス浄化用触媒。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内燃機関の排気系に設けられる排ガス浄化用触媒に関する。詳しくは、ウォー
ルフロー型の排ガス浄化用触媒に関する。
　なお、本国際出願は２０１５年２月１７日に出願された日本国特許出願２０１５－２８
７９６号に基づく優先権を主張しており、その出願の全内容は本明細書中に参照として組
み入れられている。
【背景技術】
【０００２】
　自動車エンジンなどの内燃機関から排出される排ガスには、粒子状物質（パティキュレ
ートマター；ＰＭ）、炭化水素（ＨＣ）、一酸化炭素（ＣＯ）、窒素酸化物（ＮＯｘ）な
どの有害成分が含まれる。従来から、これらの排ガス成分を効率よく除去するために、担
体と当該担体に担持された触媒金属とを含む触媒層を備えた排ガス浄化用触媒が利用され
ている。
【０００３】
　例えばウォールフロー型の排ガス浄化用触媒は、ウォールフロー型の基材と触媒層とを
備えている。ウォールフロー型の基材は、排ガス流入側の端部が開口した入側セルと、排
ガス流出側の端部が開口した出側セルと、両セルを仕切る多孔質な隔壁（リブ壁）とを有
する。触媒層は上記隔壁に配置されている。内燃機関から排出された排ガスは、排ガス流
入側の端部から入側セル内に流入し、多孔質な隔壁の細孔を通過して、出側セルの排ガス
流出側の端部から流出する。この間に排ガスが触媒層（触媒金属）と接触することで、上
記排ガス成分が浄化（無害化）される。
　これに関連する従来技術文献として、特許文献１～７が挙げられる。例えば特許文献１
には、二層構造の触媒層を備えた排ガス浄化用触媒が開示されている。具体的には、特許
文献１には、隔壁の内部全体に第一の触媒層（Ｐｄ含有層）を備え、上記第一の触媒層を
完全に覆うように隔壁の表面全体に第二の触媒層（Ｒｈ含有層）を備えた排ガス浄化用触
媒が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】日本国特許出願公開２００９－８２９１５号公報
【特許文献２】日本国特許出願公開２００７－１８５５７１号公報
【特許文献３】日本国特許出願公開２０１３－５００８５７号公報
【特許文献４】日本国特許出願公開２０１０－２６９２０５号公報
【特許文献５】日本国特許出願公開２０１４－１８８４６６号公報
【特許文献６】日本国特許出願公開２００９－２２９５３号公報
【特許文献７】日本国特許出願公開２００３－１５４２２３号公報
【発明の概要】
【０００５】
　特許文献１の排ガス浄化用触媒は、Ｐｄ含有層とＲｈ含有層を隔壁の内外で分離する構
成のため、触媒金属のシンタリング抑制には適している。しかしながら、隔壁の内部全体
にＰｄ含有層を備え、且つ隔壁の表面を覆うようにＲｈ含有層を配置しているため、圧力
損失（圧損）が増大して内燃機関の出力が低下する問題がある。またその一方で、圧力損
失を重視して例えば触媒層のコート密度を低減させると、排ガスと触媒金属との接触の機
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会が減って、排ガス浄化性能が低下することがあり得る。
　近年、排ガス規制や燃費規制は更に強化される傾向にある。したがって、排ガス浄化用
触媒にあっては、圧損の低減を図るとともに排ガス浄化性能をより一層向上することが望
まれている。
【０００６】
　本発明は上記事情に鑑みてされたものであり、その目的は、ウォールフロー型の排ガス
浄化用触媒であって、圧力損失の低減と排ガス浄化性能の維持向上とを高度に両立する排
ガス浄化用触媒を提供することにある。
【０００７】
　本発明者らは、ウォールフロー型の基材を備えた排ガス浄化用触媒において、上記課題
を解決すべく様々な角度から検討を重ねた。その結果、煤（Ｓｏｏｔ）や灰（Ａｓｈ）な
どの粒子状物質（ＰＭ）は、入側セルの排ガス流出側の端部に近い位置に堆積し易いこと
が判明した。かかる知見を踏まえて、本発明者らは更なる鋭意検討を重ね、本発明を完成
させた。
【０００８】
　本発明により、内燃機関の排気管に配置されて該内燃機関から排出される排ガスの浄化
を行うウォールフロー型の排ガス浄化用触媒が開示される。かかる排ガス浄化用触媒は、
ウォールフロー型の基材と、第１触媒層と、第２触媒層と、を備えている。上記基材は、
排ガス流入側の端部が開口した入側セルと、排ガス流出側の端部が開口した出側セルとが
、多孔質な隔壁によって仕切られている。上記第１触媒層は、上記隔壁の内部であって上
記入側セルと接する領域に、上記排ガス流入側の端部から上記隔壁の延伸方向に沿って上
記隔壁の延伸方向の全長Ｌｗ未満の長さＬ１で設けられている。また、上記第２触媒層は
、上記隔壁の内部であって上記出側セルと接する領域に、上記排ガス流出側の端部から上
記隔壁の延伸方向に沿って上記隔壁の延伸方向の全長Ｌｗ未満の長さＬ２で設けられてい
る。上記隔壁の内部であって上記入側セルと接する領域には、上記排ガス流出側の端部と
近接する位置に、上記第１触媒層及び上記第２触媒層が設けられていない基材露出部を有
する。
【０００９】
　上記排ガス浄化用触媒では、基材の隔壁内の所定の位置に、２つの触媒層と基材露出部
とが配置され、排ガスの流れ（例えば、排ガスの流れ場や排ガス流速）が調整されている
。これにより、圧損を効果的に低減すると共に、触媒の浄化性能（例えばＮＯｘ浄化性能
）を格段に高めることができる。したがって、本発明によると、従来品に比べて、圧損の
低減と浄化性能の向上とを高度に両立する排ガス浄化用触媒を実現することができる。
【００１０】
　なお、本明細書において、「（触媒層が）隔壁の内部に設けられている」とは、触媒層
が、隔壁の外部（典型的には表面）に比べて、隔壁の内部に偏って存在する（偏在する）
ことをいう。例えば、第１触媒層の隔壁の断面を電子顕微鏡で観察し、排ガス流入側の端
部から延伸方向に向かって０．１Ｌｗの長さの範囲におけるコート密度全体を１００％と
する。このとき、隔壁の内部に存在するコート密度分が、典型的には８０％以上、例えば
９０％以上、好ましくは９５％以上、特には実質的に１００％であることをいう。また、
例えば、第２触媒層の隔壁の断面を電子顕微鏡で観察し、排ガス流出側の端部から延伸方
向に向かって０．１Ｌｗの長さの範囲におけるコート密度全体を１００％とする。このと
き、隔壁の内部に存在するコート密度分が、典型的には８０％以上、例えば９０％以上、
好ましくは９５％以上、特には実質的に１００％であることをいう。したがって、例えば
隔壁の表面に触媒層を配設しようとした際に触媒層の一部が非意図的に隔壁の内部へ浸透
するような場合とは明確に区別されるものである。
【００１１】
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の好ましい一態様では、上記基材露出部が、上記隔
壁の内部であって上記入側セルと接する領域に、上記排ガス流出側の端部から上記隔壁の
延伸方向に沿って長さＬ３で設けられており、上記Ｌｗと上記Ｌ３とが、０．２Ｌｗ≦Ｌ
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３≦０．４Ｌｗを満たす。
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記隔壁の上記延伸方
向に直交する厚さ方向の全体厚みをＴｗとしたときに、上記基材露出部の厚みＴ３が０．
４Ｔｗ≦Ｔ３を満たす。
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記第２触媒層のコー
ト密度Ｄ２に対する上記第１触媒層のコート密度Ｄ１の比（Ｄ１／Ｄ２）が１．３～１．
６である。
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記Ｌｗと上記Ｌ１と
上記Ｌ２とが、次式：１．００５Ｌｗ≦（Ｌ１＋Ｌ２）≦１．３Ｌｗ；を満たす。つまり
、上記第１触媒層と上記第２触媒層とが上記延伸方向に一部重なり合って構成されている
。
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記Ｌｗと上記Ｌ２と
が、０．４Ｌｗ≦Ｌ２≦０．８Ｌｗを満たす。
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記第１触媒層はアル
ミナを含む。そして、上記第１触媒層の固形分全体を１００質量％としたときに上記アル
ミナの割合が１５～５０質量％である。
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記第１触媒層はセリ
ウムを含む。そして、上記第１触媒層の固形分全体を１００質量％としたときに上記セリ
ウムの割合が５～３５質量％である。
　上記１つ以上の条件を満たすことによって、圧損の低減と浄化性能の向上とをより高い
レベルで両立することができる。したがって、本発明の効果をより高いレベルで発揮する
ことができる。
【００１２】
　なお、本明細書において「コート密度」とは、基材の体積（セルの容積を含めた全体の
嵩容積）１Ｌ当たりの触媒層のコート量（ｇ）をいう。単位は、ｇ／Ｌである。
　コート密度は、例えば、触媒層をコートする前のリファレンス基材と触媒層付きの基材
とをそれぞれ溶媒中（例えば水中）に浸漬させ、アルキメデス法で溶媒中における質量を
測定して、以下の（式１）から算出することができる。
　　　ρ＝Ｗ×ρ(l)／（Ｗ－Ｗ'）　　（式１）
　ただし、ρは触媒層のコート密度（ｇ／Ｌ）であり；Ｗは「触媒層付き基材の大気中で
の質量」から「リファレンス基材の大気中での質量」を差し引いて求めた「触媒層の大気
中での質量」であり；Ｗ'は「触媒層付き基材の溶媒中での質量」から「リファレンス基
材の溶媒中での質量」を差し引いて求めた「触媒層の溶媒中での質量」であり；ρ(l)は
溶媒（例えば水）の密度である。
【００１３】
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記隔壁の上記延伸方
向に直交する厚さ方向の全体厚みをＴｗとしたときに、上記第１触媒層の厚みＴ１が、０
．４Ｔｗ≦Ｔ１≦０．６Ｔｗを満たす。また、上記第２触媒層の厚みＴ２が、０．４Ｔｗ

≦Ｔ２≦０．６Ｔｗを満たす。
　これによって、圧損の上昇を高度に抑制することができる。したがって、本発明の効果
をより高いレベルで発揮することができる。
【００１４】
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記第１触媒層がロジ
ウムを含む。第１触媒層に反応活性の高い貴金属種（ロジウム）を配置することで、限ら
れた触媒金属量のなかで効果的に浄化性能（特にはＮＯｘ浄化性能）を高めることができ
る。
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記第２触媒層がパラ
ジウムを含む。このような構成であると、排ガス中の有害成分を効率よく浄化することが
できる。その結果、浄化性能をさらに向上することができる。
【００１５】
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　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記第２触媒層はアル
ミナを含む。そして、上記第２触媒層の固形分全体を１００質量％としたときに上記アル
ミナの割合が２０～６５質量％である。
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記第２触媒層はセリ
ウムを含む。そして、上記第２触媒層の固形分全体を１００質量％としたときに上記セリ
ウムの割合が２～３０質量％である。
　ここに開示される排ガス浄化用触媒の他の好ましい一態様では、上記第２触媒層はバリ
ウムを含む。そして、上記第２触媒層の固形分全体を１００質量％としたときに上記バリ
ウムの割合が１２質量％以下である。
　これによって、圧損の低減と浄化性能の向上とをより高いレベルで両立することができ
る。したがって、本発明の効果をより高いレベルで発揮することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、一実施形態に係る排ガス浄化用触媒の基材を模式的に示す斜視図である
。
【図２】図２は、図１のハニカム基材の端部を模式的に示す断面図である。
【図３】図３は、一実施形態に係る排ガス浄化用触媒の隔壁近傍の構成を模式的に示す拡
大断面図である。
【図４】図４は、例３と参考例１の圧損比率を比較したグラフである。
【図５】図５は、例３と参考例１の排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）を比較したグラフ
である。
【図６】図６は、第１触媒層の長さＬ１と圧損比率の関係を示すグラフである。
【図７】図７は、第１触媒層の長さＬ１と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関係を示
すグラフである。
【図８】図８は、触媒層の延伸方向の重なりと圧損比率の関係を示すグラフである。
【図９】図９は、触媒層の延伸方向の重なりと排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関係
を示すグラフである。
【図１０】図１０は、コート密度の比（Ｄ１／Ｄ２）と圧損比率の関係を示すグラフであ
る。
【図１１】図１１は、コート密度の比（Ｄ１／Ｄ２）と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０

）の関係を示すグラフである。
【図１２】図１２は、第１触媒層のアルミナ含有割合Ａ１と圧損比率の関係を示すグラフ
である。
【図１３】図１３は、第１触媒層のアルミナ含有割合Ａ１と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ

５０）の関係を示すグラフである。
【図１４】図１４は、第１触媒層のセリウム含有割合Ｃ１と圧損比率の関係を示すグラフ
である。
【図１５】図１５は、第１触媒層のセリウム含有割合Ｃ１と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ

５０）の関係を示すグラフである。
【図１６】図１６は、触媒層の厚みＴ１，Ｔ２と圧損比率の関係を示すグラフである。
【図１７】図１７は、触媒層の厚みＴ１，Ｔ２と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関
係を示すグラフである。
【図１８】図１８は、触媒金属種が異なる試験例の圧損比率を比較したグラフである。
【図１９】図１９は、触媒金属種が異なる試験例の排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）を
比較したグラフである。
【図２０】図２０は、第２触媒層のアルミナ含有割合Ａ２と圧損比率の関係を示すグラフ
である。
【図２１】図２１は、第２触媒層のアルミナ含有割合Ａ２と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ

５０）の関係を示すグラフである。
【図２２】図２２は、第２触媒層のセリウム含有割合Ｃ２と圧損比率の関係を示すグラフ
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である。
【図２３】図２３は、第２触媒層のセリウム含有割合Ｃ２と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ

５０）の関係を示すグラフである。
【図２４】図２４は、第２触媒層のバリウム含有割合と圧損比率の関係を示すグラフであ
る。
【図２５】図２５は、第２触媒層のバリウム含有割合と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０

）の関係を示すグラフである。
【図２６】図２６は、第２触媒層の長さＬ２と圧損比率の関係を示すグラフである。
【図２７】図２７は、第２触媒層の長さＬ２と耐久後の浄化量の関係を示すグラフである
。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照しつつ本発明の好適ないくつかの実施形態を説明する。以下の図面に
おいて、同じ作用を奏する部材・部位には同じ符号を付し、重複する説明は省略又は簡略
化することがある。各図における寸法関係（長さ、幅、厚みなど）は、実際の寸法関係を
必ずしも反映するものではない。また、本明細書において特に言及している事項以外の事
柄であって本発明の実施に必要な事柄は、当該分野における従来技術に基づく当業者の設
計事項として把握され得る。本発明は、本明細書に開示されている内容と当該分野におけ
る技術知識とに基づいて実施することができる。
　なお、本明細書において「Ａ≒Ｂ（ただし、Ａ，Ｂが任意の値）」とは、製造過程で生
じるバラつき（個体差）などを包含し得る用語であり、例えばＡ，Ｂの差が±１０％程度
、典型的には±５％程度、好ましくは±２％程度であることをいう。
　また、本明細書において「Ａ～Ｂ（ただし、Ａ，Ｂが任意の値）」という表現は、特に
断らない限りＡ，Ｂの値（上限値および下限値）を包含するものとする。
【００１８】
　ここに開示される排ガス浄化用触媒はいわゆるウォールフロー型であり、ウォールフロ
ー構造の基材と、２つの触媒層（第１触媒層及び第２触媒層）と、を備える。かかる排ガ
ス浄化用触媒は、上記基材の隔壁の内部に、所定の配置で２つの触媒層と少なくとも１つ
の基材露出部とが設けられていることにより、本発明特有の顕著な効果を発揮するもので
ある。したがって、その他の構成については特に限定されず、種々の基準に照らして任意
に決定し得る。
【００１９】
　排ガス浄化用触媒の骨格を構成する基材には、従来この種の用途に用いられる種々の形
態のものを採用することができる。
　図１は、一実施形態に係る排ガス浄化用触媒１０の基材１を模式的に示す斜視図である
。この態様では、外形が円筒形状のハニカム基材（ハニカム構造体）１を採用している。
なお、ハニカム基材１全体の外形は、図１に示す円筒形にかえて、例えば、楕円筒形、多
角筒形などとすることもできる。ハニカム基材１は、ハニカム基材１の延伸方向（円筒形
状の筒軸方向）に沿って形成されている隔壁と、該隔壁によって仕切られ規則的に配列さ
れている複数のセルと、を有している。ハニカム基材１は、端部１ａにおいて、延伸方向
の一の開口端と他の一の開口端とが隣り合うセル同士で交互に封止されている。
　図２は、図１のハニカム基材１の端部１ａを模式的に示す断面図である。この態様では
、端部１ａは円形状である。端部１ａでは、隣り合うセル同士の間に多孔質な隔壁６が配
置されている。また、封止部２と開口部４とがいわゆる市松模様状に配されている。
【００２０】
　ハニカム基材１の素材には、従来この種の用途に用いられる種々の材料を採用すること
ができる。好ましくは、内燃機関が高負荷条件で運転される場合などを考慮して、高温（
例えば４００℃以上）の排ガスに曝された場合にも安定した性状を有する材料で構成され
る。一好適例として、コーディエライト、チタン酸アルミニウム、炭化ケイ素（ＳｉＣ）
などのセラミックス製、或いはステンレス鋼などの合金製が挙げられる。
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　ハニカム基材１の容量（セルの総体積）は、通常０．１Ｌ以上、好ましくは０．５Ｌ以
上であって、例えば５Ｌ以下、好ましくは３Ｌ以下、より好ましくは２Ｌ以下であるとよ
い。また、ハニカム基材１の筒軸方向の全長（換言すれば隔壁６の延伸方向の全長Ｌｗ）
は、通常１０～５００ｍｍ、例えば５０～３００ｍｍ程度であるとよい。
【００２１】
　図３は、一実施形態に係る排ガス浄化用触媒１０の隔壁２６近傍の構成を模式的に示す
拡大断面図である。図３に示す排ガス浄化用触媒１０の基材は、排ガス流入側の端部２４
ａに開口部４を有する（コの字状の）入側セル２４と、排ガス流出側の端部２５ａに開口
部４を有する（コの字状の）出側セル２５とが、多孔質な隔壁２６によって仕切られてい
る。入側セル２４の排ガス流出側の端部、及び、出側セル２５の排ガス流入側の端部には
封止部２２が設けられ、これによって目封じがされている。
　入側セル２４及び出側セル２５は、例えば排ガス浄化用触媒１０に供給される排ガスの
流量や成分等を考慮して適切な形状及び大きさに設定するとよい。また、入側セル２４及
び出側セル２５の形状は特に限定されず、例えば、正方形、平行四辺形、長方形、台形な
どの矩形、三角形、その他の多角形（例えば、六角形、八角形）、円形など種々の幾何学
形状とすることができる。
【００２２】
　隔壁２６は、排ガスが通過可能な多孔質構造である。隔壁２６の全体厚み（換言すれば
隔壁６の延伸方向に直交する方向の長さ）Ｔｗは、排ガス浄化性能を向上する観点、機械
的強度を向上する観点、圧損の増大を抑制する観点などから、例えば０．０５～２ｍｍ程
度であるとよい。隔壁２６の気孔率は、機械的強度を向上する観点や圧損の増大を抑制す
る観点などから、通常４０～７０％程度であるとよい。隔壁２６の平均細孔径は、ＰＭの
捕集性能を向上する観点や圧損の増大を抑制する観点などから、通常１０～４０μｍ程度
であるとよい。
　ここに開示される排ガス浄化用触媒１０は、隔壁２６の内部（具体的には隔壁２６の細
孔内の表面）に、所定の性状（例えば、長さや厚み、コート密度）を有する２つの触媒層
、すなわち第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２を備えている。このように、隔壁２６
の内部に触媒層を配置すること、つまり隔壁２６の表面には第１触媒層２６１及び第２触
媒層２６２を実質的に（意図的に）設けないことで、排ガスの流路を適切に確保して圧損
の増大を効果的に抑制することができる。
【００２３】
　排ガス浄化用触媒１０では、内燃機関から排出された排ガスが、排ガス流入側の端部２
４ａから入側セル２４内へと流入する。入側セル２４へ流入した排ガスは、図３の矢印で
示すように、多孔質な隔壁２６の細孔内を通過して、出側セル２５の排ガス流出側の端部
２５ａから流出する。排ガス浄化用触媒１０では、排ガスが隔壁内２６内を通過する間に
触媒層（第１触媒層２６１及び／又は第２触媒層２６２）と接触する。これによって、排
ガス中の有害成分が浄化（無害化）される。これによって、排ガス中の有害成分が浄化（
無害化）される。換言すれば、排ガス浄化反応は、主に隔壁２６を通過するときに進行す
る。このため、隔壁内の触媒層の配置が殊に重要となる。
　例えば、排ガスに含まれるＨＣ成分やＣＯ成分は触媒層の触媒機能によって酸化され、
水（Ｈ２Ｏ）や二酸化炭素（ＣＯ２）などに変換（浄化）される。また、ＮＯｘ成分は触
媒層の触媒機能によって還元され、窒素（Ｎ２）に変換（浄化）される。ＰＭ成分は隔壁
２６の細孔内を通り難いため、一般に、入側セル２４内の隔壁２６上に（例えば隔壁２６
上の封止部２２に近い位置に）堆積する。堆積したＰＭは、第１触媒層２６１の触媒機能
によって自己燃焼され、或いは所定の温度（例えば５００～７００℃程度）で強制的に燃
焼され、分解される。
【００２４】
　第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２は、いずれも排ガス浄化用触媒１０の隔壁２６
の内部に設けられている。２つの触媒層をいずれも隔壁２６の内部に備えることで、例え
ば２つの触媒層のうち少なくとも一方を隔壁２６の表面に設ける場合と比べて、隔壁２６
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の開口面積を広く確保することができる。
【００２５】
　第１触媒層２６１は、隔壁２６の内部であって入側セル２４と接する領域に、排ガス流
入側の端部２４ａから隔壁２６の延伸方向に向かって形成されている。
　第１触媒層２６１の延伸方向の長さＬ１は、隔壁２６の延伸方向の全長Ｌｗよりも短い
（つまり、Ｌ１＜Ｌｗ）限りにおいて特に限定されない。Ｌ１＜Ｌｗを満たすことで、圧
損の増大を好適に抑制することができ、本発明の効果をより高いレベルで発揮することが
できる。かかる観点からは、Ｌ１が、Ｌ１≦０．９Ｌｗを満たすことが好ましい。
【００２６】
　また、本発明者らの検討によれば、排ガス中のＰＭ成分は隔壁２６を通過し難く、入側
セル２４内の排ガス流出側の端部２５ａ付近に堆積し易い傾向にある。このため、隔壁２
６の内部であって入側セル２４と接する領域において、排ガス流出側の端部２５ａと近接
する位置には第１触媒層２６１が形成されていないことが好ましい。これにより、圧損の
増大を好適に抑制することができる。かかる観点からは、Ｌ１≦０．８Ｌｗを満たすこと
が好ましく、Ｌ１≦０．７５Ｌｗを満たすことがより好ましい。換言すれば、隔壁２６の
内部であって入側セル２４と接する領域において、排ガス流出側の端部２５ａから延伸方
向に向かってＬｗの少なくとも１０％（好ましくは２０％、より好ましくは２５％）の部
分には、第１触媒層２６１が形成されていないことが好ましい。　図３に示す実施形態で
は、Ｌ１≒０．７Ｌｗであり、排ガス流出側の端部２５ａから延伸方向に向かってＬｗの
３０％の部分には第１触媒層２６１が設けられていない。
【００２７】
　他の一好適例では、第１触媒層２６１の長さＬ１が、０．６Ｌｗ≦Ｌ１を満たす。これ
により、触媒の浄化性能をより向上することができる。
　例えばハイブリッドエンジンやアイドリングストップなどの省エネ機構を搭載したエコ
カーでは、運転中或いは信号待ちなどの一時停止中に、エンジンが頻繁に起動・停止を繰
り返す。このようなエコカーでは、エンジンの起動・停止に伴って排ガスの温度が不安定
となったり、排ガスの温度が一時的に触媒活性温度を下回ったりすることがある。第１触
媒層２６１の延伸方向の長さＬ１を所定値以上とすることで、触媒の保温性を向上するこ
とができる。このため、かかるエコカーに使用される場合にあっても、安定的に優れた触
媒活性を安定的に実現することができる。
【００２８】
　第１触媒層２６１の厚みＴ１は、例えば隔壁２６の厚みや触媒層の延伸方向の長さなど
によっても異なり得るため特に限定されない。第１触媒層２６１は、典型的には、入側セ
ル２４に接し且つ出側セル２５に接しないように、隔壁２６の全体厚みＴｗよりも短く形
成されている（つまり、Ｔ１＜Ｔｗである）。第１触媒層２６１の厚みＴ１は、第２触媒
層２６２の延伸方向の長さＬ２や厚みＴ２などにもよるが、概ね０．２Ｔｗ以上、典型的
には０．２５Ｔｗ以上、好ましくは０．３Ｔｗ以上、例えば０．３５Ｔｗ以上であって、
０．９Ｔｗ以下、典型的には０．８Ｔｗ以下、例えば０．７Ｔｗ以下であるとよい。これ
により、圧損の低減と、浄化性能の維持向上と、をより高いレベルで兼ね備えることがで
きる。図３に示す実施形態では、Ｔ１≒０．５Ｔｗである。
【００２９】
　例えば第２触媒層２６２の厚みＴ２などにもよるが、一好適例では、Ｔ１が、０．４Ｔ

ｗ≦Ｔ１≦０．６Ｔｗを満たす。なかでも、Ｔ１が、０．５Ｔｗ≦Ｔ１≦０．６Ｔｗを満
たすことが好ましい。これにより、圧損の低減と浄化性能の維持向上とをより高いレベル
で兼ね備えることができる。
【００３０】
　第２触媒層２６２は、隔壁２６の内部であって出側セル２５と接する領域に、排ガス流
出側の端部２５ａから延伸方向に向かって形成されている。
　第２触媒層２６２の延伸方向の長さＬ２は、隔壁２６の延伸方向の全長Ｌｗよりも短い
（つまり、Ｌ２＜Ｌｗ）限りにおいて特に限定されない。Ｌ１＜Ｌｗを満たすことで、圧
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損の増大を好適に抑制することができ、本発明の効果をより高いレベルで発揮することが
できる。
【００３１】
　一好適例では、第２触媒層２６２の長さＬ２が、Ｌ２≦０．８Ｌｗを満たす。換言すれ
ば、排ガス流入側の端部２４ａから延伸方向に向かってＬｗの少なくとも２０％の部分に
は、第２触媒層２６２が設けられていない。これにより、圧損の増大をより好適に抑制す
ることができる。また、排ガスが隔壁２６の排ガス流入側の端部２４ａに近い領域を流れ
やすくなるため、上述の保温性向上の効果をより良く発揮することができる。圧損を低減
する観点からは、Ｌ２≦０．７５Ｌｗを満たすことがより好ましい。図３に示す実施形態
では、Ｌ２≒０．５Ｌｗである。
【００３２】
　他の一好適例では、第２触媒層２６２の長さＬ２が、０．３５Ｌｗ≦Ｌ２を満たす。こ
れにより、触媒の浄化性能をより向上することができる。かかる観点からは、Ｌ２が、０
．４Ｌｗ≦Ｌ２を満たすことが好ましく、例えば０．５Ｌｗ≦Ｌ２を満たすことが好まし
い。また、本発明者らの知見によれば、高耐久の観点、つまり、触媒の浄化性能向上と圧
損の低減とを長期に亘り高いレベルで両立する観点からは、Ｌ２が、０．６Ｌｗ≦Ｌ２≦
０．７５Ｌｗを満たすことが特に好ましい。
　なお、第１触媒層２６１の長さＬ１と、第２触媒層２６２の長さＬ２とは、同じであっ
てもよく、異なっていてもよい。
【００３３】
　第２触媒層２６２の厚みＴ２は、例えば隔壁２６の厚みや触媒層の延伸方向の長さなど
によっても異なり得るため特に限定されない。第２触媒層２６２は、典型的には、出側セ
ル２５に接し且つ入側セル２４と接しないように、隔壁２６の全体厚みＴｗよりも短く形
成されている（つまり、Ｔ２＜Ｌｗである）。第２触媒層２６２の厚みＴ２は、上述した
第１触媒層２６１の延伸方向の長さＬ１や厚みＴ１などにもよるが、概ね０．２Ｔｗ以上
、典型的には０．２５Ｔｗ以上、好ましくは０．３Ｔｗ以上、例えば０．３５Ｔｗ以上で
あって、０．９Ｔｗ以下、典型的には０．８Ｔｗ以下、例えば０．７Ｔｗ以下であるとよ
い。これにより、圧損の低減と、浄化性能の維持向上と、をより高いレベルで兼ね備える
ことができる。図３に示す実施形態では、Ｔ２≒０．５Ｔｗである。
【００３４】
　例えば第１触媒層２６１の厚みＴ１などにもよるが、一好適例では、Ｔ２が、０．４Ｔ

ｗ≦Ｔ２≦０．６Ｔｗを満たす。なかでも、Ｔ２が、０．５Ｔｗ≦Ｔ２≦０．６Ｔｗを満
たすことが好ましい。これにより、圧損の低減と浄化性能の維持向上とをより高いレベル
で兼ね備えることができる。
　なお、第１触媒層２６１の厚みＴ１と、第２触媒層２６２の厚みＴ２とは、同じであっ
てもよく、異なっていてもよい。
【００３５】
　一好適例では、隔壁２６の内部において、第１触媒層２６１と第２触媒層２６２が隔壁
２６の延伸方向に相互に重なり合っている（オーバーラップしている）。つまり、隔壁２
６の全長Ｌｗと、第１触媒層２６１の長さＬ１と、第２触媒層２６２の長さＬ２とが、次
式：Ｌｗ＜（Ｌ１＋Ｌ２）＜２Ｌｗ；を満たす。第１触媒層２６１と第２触媒層２６２の
一部を延伸方向に敢えて重ねることによって、隔壁２６内の触媒層の形成されていない部
分を通じて入側セル２４から出側セル２５へと達する経路が無くなる。したがって、排ガ
スを、より確実に触媒層（第１触媒層２６１及び／又は第２触媒層２６２）と接触させる
ことができる。その結果、排ガスをより的確に浄化することができ、排ガスエミッション
を高度に低減することができる。
【００３６】
　２つの触媒層（第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２）が隔壁２６の延伸方向に重な
り合う長さは、例えば各触媒層の厚みなどによっても異なり得るため特に限定されない。
　一好適例では、ここに開示される技術の効果をより高いレベルで発揮する観点から、隔
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壁２６の全長Ｌｗと、第１触媒層２６１の長さＬ１と、第２触媒層２６２の長さＬ２とが
、次式：（Ｌ１＋Ｌ２）≦１．４５Ｌｗ；を満たし、好ましくは、次式：１．００５Ｌｗ

≦（Ｌ１＋Ｌ２）≦１．３Ｌｗ；を満たす。換言すれば、２つの触媒層が延伸方向に重な
り合う長さ（オーバーラップ部の長さ）は、Ｌｗの概ね４５％以下、好ましくは３０％以
下、例えば２０％以下であって、Ｌｗの０．５％以上、好ましくは１％以上、例えば１０
％以上であるとよい。図３に示す実施形態では、Ｌ１＋Ｌ２≒１．２Ｌｗであり、Ｌｗの
２０％の長さに亘って２つの触媒層が重なり合っている。
【００３７】
　他の一好適例では、隔壁２６の内部において、第１触媒層２６１と第２触媒層２６２が
隔壁２６の厚さ方向に相互に重なり合っているか或いは近接している。これにより、圧損
の低減と浄化性能の維持向上とをより高いレベルで兼ね備えることができる。
　一好適例では、隔壁２６の全体厚みＴｗと、第１触媒層２６１の厚みＴ１と、第２触媒
層２６２の厚みＴ２とが、次式：０．８Ｔｗ≦（Ｔ１＋Ｔ２）≦１．２Ｔｗ；を満たす。
換言すれば、２つの触媒層がＴｗの２０％以下の長さで重なり合っているか、或いはＴｗ

の２０％以下の間隔を隔てているとよい。これにより、排ガスエミッションをより効果的
に低減することできる。図３に示す実施形態では、第１触媒層２６１と第２触媒層２６２
が隔壁２６の厚さ方向で接している。つまり、Ｔ１＋Ｔ２≒Ｔｗである。
【００３８】
　ここに開示される排ガス浄化用触媒１０は、隔壁２６の内部であって入側セル２４と接
する領域において、排ガス流出側の端部２５ａと近接する（典型的には接する）位置に、
第１の基材露出部２６Ｎ１を有する。第１の基材露出部２６Ｎ１は、第１触媒層２６１及
び第２触媒層２６２がいずれも設けられていない部分である。本発明者らの検討によれば
、排ガス中に含まれる粒子状物質（ＰＭ）は、入側セル２４の排ガス流出側の端部２５ａ
近傍に堆積し易い傾向がある。このため、かかる部分に第１の基材露出部２６Ｎ１を有す
ることで、例えばＰＭが多く発生する態様にあってもその影響を小さく抑えることができ
る。すなわち、圧損を確実に低く抑えることができる。
【００３９】
　第１の基材露出部２６Ｎ１の寸法（長さや厚み）は特に限定されない。例えば、基材の
性状や使用用途（例えば、予想されるＰＭの発生量やエンジンの出力）などを考慮して決
定するとよい。
　一好適例では、第１の基材露出部２６Ｎ１が排ガス流出側の端部２５ａから隔壁２６の
延伸方向に沿って設けられている。第１の基材露出部２６Ｎ１の延伸方向の長さＬ３は、
概ね０．１Ｌｗ以上、好ましくは０．２Ｌｗ以上であり、典型的には０．５Ｌｗ以下、好
ましくは０．４Ｌｗ以下、例えば０．３Ｌｗ以下である。このような態様であると、排ガ
ス浄化用触媒１０中の排ガスの流れが好適に調整されて、浄化性能の維持を良好に図りつ
つ圧損をより良く低減することができる。したがって、本発明の効果を更に高いレベルで
発揮することができる。
【００４０】
　他の一好適例では、第１の基材露出部２６Ｎ１の厚みＴ３が、入側セル２４と接する表
面から０．４Ｔｗ以上であり、例えば０．６Ｔｗ以下である。このような態様であると、
排ガス浄化用触媒１０中の排ガスの流れが好適に調整されて、浄化性能の維持を良好に図
りつつ圧損をより良く低減することができる。したがって、本発明の効果を更に高いレベ
ルで発揮することができる。
【００４１】
　好適な一態様では、隔壁２６の内部であって出側セル２５と接する領域において、排ガ
ス流入側の端部２４ａと近接する（典型的には接する）位置に、第２の基材露出部２６Ｎ

２を有する。これにより、例えば第１触媒層２６１のコート密度（絶対値）を比較的高く
設定する場合にあっても、圧損の上昇を効果的に抑えることができる。したがって、本発
明の効果を更に高いレベルで発揮することができる。
【００４２】
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　第２の基材露出部２６Ｎ２の寸法（長さや厚み）は特に限定されない。例えば、基材の
性状や使用用途（例えば、予想されるＰＭの発生量やエンジンの出力）などを考慮して決
定するとよい。一好適例では、第２の基材露出部２６Ｎ２の長さが、排ガス流出側の端部
２５ａから延伸方向に向かって０．１Ｌｗ以上であり、例えば０．１Ｌｗ～０．３Ｌｗ、
好ましくは０．４Ｌｗ～０．６Ｌｗである。また、他の一好適例では、第２の基材露出部
２６Ｎ２の厚みが、出側セル２５と接する表面から０．１Ｔｗ以上であり、例えば０．１
Ｔｗ～０．３Ｔｗである。このような態様であると、浄化性能の維持向上を図りつつ、圧
損をより良く低減することができる。したがって、本発明の効果を更に高いレベルで発揮
することができる。
【００４３】
　なお、例えば、２つの触媒層の長さが次式：Ｌｗ＜（Ｌ１＋Ｌ２）；を満たす場合や、
２つの触媒層の厚みが次式：Ｔｗ＜（Ｔ１＋Ｔ２）；を満たす場合には、第１の基材露出
部２６Ｎ１は、排ガス流出側の端部２５ａに近接する位置のみならず、より広範囲に亘っ
て設けられ得る。また、第１の基材露出部２６Ｎ１と第２の基材露出部２６Ｎ２とは、３
次元的に連結した１の部分であり得る。
【００４４】
　２つの触媒層（第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２）は、排ガスを浄化する場とし
て排ガス浄化用触媒１０の主体をなすものであり、それぞれ、酸化及び／又は還元触媒と
して機能する触媒金属と、当該触媒金属を担持する担体と、を備えている。
【００４５】
　触媒金属としては、酸化触媒や還元触媒として機能し得ることが知られている種々の金
属種のなかから１種又は２種以上を適宜採用し得る。典型的には、白金族であるロジウム
（Ｒｈ）、パラジウム（Ｐｄ）、白金（Ｐｔ）などの貴金属が挙げられる。或いは、ルテ
ニウム（Ｒｕ）、オスミウム（Ｏｓ）、イリジウム（Ｉｒ）、金（Ａｕ）、銀（Ａｇ）、
銅（Ｃｕ）、ニッケル（Ｎｉ）、鉄（Ｆｅ）、コバルト（Ｃｏ）及び上記貴金属とこれら
金属との合金を用いることもできる。
　かかる触媒金属は、排ガスとの接触面積を高める観点から十分に小さい粒径の微粒子と
して使用されることが好ましい。触媒金属粒子の平均粒径（ＴＥＭ観察により求められる
粒径の平均値。以下同じ。）は通常１～１５ｎｍ程度であり、１０ｎｍ以下、７ｎｍ以下
、更には５ｎｍ以下であることが好ましい。
　なお、２つの触媒層（第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２）に含まれる触媒金属の
種類は同じであってもよく、異なっていてもよい。
【００４６】
　一好適例では、第１触媒層２６１がロジウム（Ｒｈ）を含む。反応活性の高いロジウム
を第１触媒層２６１に配置することで、排ガスの上流側（第１触媒層２６１）で活発に浄
化反応を生じさせることができる。その結果、浄化反応時の反応熱を排ガスの下流側（第
２触媒層２６２）に伝達することができ、排ガス浄化用触媒１０全体の温度を高く維持す
る（保温する）ことができる。したがって、限られた触媒金属量のなかで効果的に浄化性
能（特にはＮＯｘの浄化性能）を高めることができる。このことは、例えば排ガスの温度
が一時的に触媒活性温度を下回ったりする態様（例えば、運転中や信号待ちなどの一時停
止中にエンジンが起動・停止を繰り返すようなエコカー）において殊に有効である。
【００４７】
　他の一好適例では、一方の触媒層に還元活性の高い金属種を、もう一方の触媒層に酸化
活性が高い金属種を備える。例えば、第１触媒層２６１にロジウム（Ｒｈ）を含み、第２
触媒層２６２にはパラジウム（Ｐｄ）を含む。かかる構成によると、排ガス中の有害成分
を一度に効率よく浄化することができる。
【００４８】
　各触媒層における触媒金属の担持率（担体を１００質量％としたときの触媒金属含有量
）は、特に限定されない。例えば２つの触媒層２６１、２６２の長さや厚み、供給される
排ガスの流量などを考慮して決定するとよい。
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　一好適例では、各触媒層における担持率がそれぞれ１．５質量％以下、好ましくは０．
０５質量％以上１．５質量％以下、より好ましくは０．２質量％以上１質量％以下である
。担持率が１．５質量％以下であると、金属の粒成長（シンタリング）を高度に抑制する
ことができる。その結果、高耐久性を実現することができる。更に、コスト面でも有利で
ある。また、担持率が０．０５質量％以上であると、優れた触媒活性を実現するために効
果的である。
　なお、第１触媒層２６１の触媒金属の担持率と第２触媒層２６２の触媒金属の担持率と
は、同じであってもよく、異なっていてもよい。
【００４９】
　近年、製造コストの低減や省資源の観点などから、触媒金属（例えばＲｈ）の使用量を
低減することが求められる傾向にある。ここに開示される技術によれば、触媒金属がいか
んなく効果を発揮し、限られた触媒金属量のなかで効果的に浄化性能（特にはＮＯｘ浄化
性能）を高めることができる。したがって、ここに開示される技術は、触媒金属の担持率
が低減されている場合（例えば担持率が１質量％以下の場合）に殊に格別な効果を発揮す
るものである。
【００５０】
　上述の触媒金属を担持する担体としては、従来の排ガス浄化用触媒と同様の無機材料を
１種又は２種以上を適宜採用し得る。なかでも、比表面積（ここではＢＥＴ法により測定
される比表面積をいう。以下同じ。）が比較的大きな多孔質材料が好ましい。一好適例と
して、アルミナ（Ａｌ２Ｏ３）、セリア（ＣｅＯ２）、ジルコニア（ＺｒＯ２）、シリカ
（ＳｉＯ２）、チタニア（ＴｉＯ２）、及びこれらの固溶体（例えば、ジルコニア－セリ
ア複合酸化物（ＺＣ複合酸化物））などが挙げられる。なかでも、アルミナやＺＣ複合酸
化物が好適である。
　担体（例えばアルミナ粉末やＺＣ複合酸化物の粉末）の比表面積は、耐熱性や構造安定
性の観点から、概ね１０～３００ｍ２／ｇ程度、例えば５０～１５０ｍ２／ｇであるとよ
い。また、担体の平均粒径は、０．０１～１００μｍ程度、例えば０．１～５０μｍであ
るとよい。
　なお、２つの触媒層（第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２）に含まれる担体の種類
は同じであってもよく、異なっていてもよい。
【００５１】
　２つの触媒層（第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２）は、上記触媒金属の担持され
た担体のほか、触媒金属の担持していない助触媒を含み得る。助触媒としては、上記担体
として例示したものを考慮することができる。さらに、上記担体を構成する添加元素とし
て、或いは上記担体から独立した形態で、例えば、アルカリ金属成分、アルカリ土類金属
成分（例えばバリウム成分）、希土類金属成分などを含んでもよい。
【００５２】
　好適な一態様では、第１触媒層２６１及び／又は第２触媒層２６２がアルミナを含む。
アルミナは、触媒金属の担持されている担体の構成元素として、及び／又は、触媒金属の
担持されていない助触媒の構成元素として、各触媒層内に含まれ得る。
　なかでも、第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２がいずれもアルミナを含むことが好
ましい。これにより、優れた耐熱性や耐久性を安定的に実現することができ、本発明の効
果をより高いレベルで発揮することができる。
　各触媒層におけるアルミナの含有割合（各触媒層の固形分全体を１００質量％としたと
きのアルミナ含有量）は、特に限定されない。例えば各触媒層の長さや厚み、供給される
排ガスの流量などを考慮して決定するとよい。
【００５３】
　第１触媒層２６１におけるアルミナの含有割合Ａ１と第２触媒層２６２におけるアルミ
ナの含有割合Ａ２とは、同じであってもよく、異なっていてもよい。好ましくは、第２触
媒層２６２の含有割合Ａ２が、第１触媒層２６１の含有割合Ａ１よりも高い。
　一好適例では、第１触媒層２６１において、固形分全体を１００質量％としたときに、



(14) JP 6527935 B2 2019.6.12

10

20

30

40

50

アルミナの含有割合Ａ１が１５～５０質量％（好ましくは１５～４０質量％、より好まし
くは２０～３５質量％、例えば２３～３３質量％）である。
　他の一好適例では、第２触媒層２６２において、固形分全体を１００質量％としたとき
に、アルミナの含有割合Ａ２が２０～６５質量％（好ましくは２５～５０質量％、より好
ましくは３０～４５質量％、例えば３３～４３質量％）である。このような態様であると
、上述した効果がより良く発揮される。
【００５４】
　他の好適な一態様では、第１触媒層２６１及び／又は第２触媒層２６２がセリウムを含
む。セリウムは、触媒金属の担持されている担体の構成元素として、及び／又は、触媒金
属の担持されていない助触媒の構成元素として、各触媒層内に含まれ得る。例えば、セリ
ア（ＣｅＯ２）や該セリアを含む複合酸化物（例えばＺＣ複合酸化物）の構成元素として
、各触媒層内に含まれ得る。特には、ＺＣ複合酸化物が好適である。ＺＣ複合酸化物では
、ジルコニアとセリアを固溶させることで、粒成長が抑制されている。このため、耐久性
に優れ、長期に亘って優れた浄化性能を発揮することができる。なお、ＺＣ複合酸化物に
おけるジルコニアとセリアの混合割合は、ジルコニア／セリア＝８／１～５／４（例えば
７．５／１．５～６．５／２．５）程度であるとよい。
【００５５】
　なかでも、第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２がいずれもセリウムを含むことが好
ましい。これにより、本発明の効果をより高いレベルで発揮することができる。また、セ
リア（ＣｅＯ２）や該セリアを含む複合酸化物（例えばＺＣ複合酸化物）は、触媒内の排
ガス雰囲気を安定的にストイキ（理論空燃比）近傍に維持するために有効である。つまり
、酸素吸蔵材（ＯＳＣ（Oxygen Storage Capacity）材）として働き得る。したがって、
安定した触媒性能が得られるようになり、浄化性能をより一層向上し得る。その結果、本
発明の効果をより高いレベルで発揮することができる。
　各触媒層におけるセリウムの含有割合（各触媒層の固形分全体を１００質量％としたと
きのセリウム含有量）は、特に限定されない。例えば各触媒層の長さや厚み、供給される
排ガスの流量などを考慮して決定するとよい。
【００５６】
　第１触媒層２６１におけるセリウムの含有割合Ｃ１と第２触媒層２６２におけるセリウ
ムの含有割合Ｃ２とは、同じであってもよく、異なっていてもよい。好ましくは、第１触
媒層２６１の含有割合Ｃ１が第２触媒層２６２の含有割合Ｃ２よりも高い。かかる態様に
よれば第１触媒層２６１において優れた反応活性や保温性を安定的に発揮することができ
る。
　一好適例では、第１触媒層２６１において、固形分全体を１００質量％としたときに、
セリウムの含有割合Ｃ１が５～３５質量％（好ましくは５～３０質量％、より好ましくは
８～２４質量％、例えば１０～２２質量％）である。
　他の一好適例では、第２触媒層２６２において、固形分全体を１００質量％としたとき
に、セリウムの含有割合Ｃ２が２～３０質量％（好ましくは５～２５質量％、より好まし
くは５～２０質量％、例えば７．５～１７．５質量％）である。このような態様であると
、上述した効果がより良く発揮される。
【００５７】
　他の好適な一態様では、第１触媒層２６１及び／又は第２触媒層２６２がアルカリ土類
金属成分、典型的にはバリウム（Ｂａ）成分を含む。とりわけ触媒層（例えば第２触媒層
２６２）にパラジウムを含む場合には、バリウム成分を併せて含むことが好ましい。これ
により、パラジウムのＨＣ被毒（特にオレフィン被毒）やシンタリングを好適に抑制する
ことができる。したがって、排ガス浄化用触媒の触媒機能を高い状態で維持することがで
きる。
　バリウムの含有割合は特に限定されないが、一好適例では、パラジウムを含む触媒層（
例えば第２触媒層２６２）の固形分全体を１００質量％としたときに、バリウムの含有割
合が１２質量％以下（好ましくは３～９質量％、例えば４～８質量％）である。このよう
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な態様であると、上述した効果がより良く発揮される。
【００５８】
　なお、バリウム成分は、例えば、触媒金属の担持されている担体及び／又は、触媒金属
の担持されていない助触媒の一構成元素として、各触媒層内に含まれ得る。したがって、
バリウムの形態は特に限定されないが、一態様では、硫酸バリウム、酢酸バリウム、炭酸
バリウム等の化合物として触媒層内に含まれ得る。例えば硫酸バリウムを採用する場合に
は、パラジウムを含む触媒層（例えば第２触媒層２６２）の固形分全体を１００質量％と
したときに、硫酸バリウムの含有割合が２０質量％以下（好ましくは５～１５質量％、例
えば７～１３質量％）であるとよい。このような態様であると、上述した効果がより良く
発揮される。
【００５９】
　排ガス浄化用触媒１０全体の触媒平均コート密度ＤＡは特に限定されないが、概ね４０
～１５０ｇ／Ｌ程度であるとよい。触媒平均コート密度ＤＡが１５０ｇ／Ｌ以下、好まし
くは１２０ｇ／Ｌ以下、例えば１００ｇ／Ｌ以下であると、排ガス浄化用触媒１０全体と
しての圧損をより良く抑制することができる。また、触媒平均コート密度ＤＡが４０ｇ／
Ｌ以上、好ましくは５０ｇ／Ｌ以上、例えば６０ｇ／Ｌ以上であると、浄化性能をより良
く発揮することができる。したがって、本願発明の効果をより高いレベルで発揮すること
ができる。
【００６０】
　第１触媒層２６１のコート密度Ｄ１は、例えば第１触媒層２６１のコート長さや厚み、
基材の性状（例えばセルの形状や隔壁の全体厚み、気孔率）などを考慮して決定するとよ
い。一好適例では、圧損を低減する観点において、第１触媒層２６１のコート密度Ｄ１が
、概ね８０ｇ／Ｌ以下、好ましくは７０ｇ／Ｌ以下である。また、他の一好適例では、排
ガスの上流側（隔壁の延伸方向において排ガス流入側の端部２４ａに近い領域）における
浄化性能を高める観点から、第１触媒層２６１のコート密度Ｄ１が、概ね５０ｇ／Ｌ以上
、好ましくは６０ｇ／Ｌ以上である。これにより、圧損の低減を図りつつ、より良好な触
媒性能を発揮することができる。
【００６１】
　第２触媒層２６２のコート密度Ｄ２は、例えば第２触媒層２６２のコート長さや厚み、
基材の性状（例えばセルの形状や隔壁の全体厚み、気孔率）などを考慮して決定するとよ
い。一好適例では、圧損を低減する観点において、第２触媒層２６２のコート密度Ｄ２が
、概ね６０ｇ／Ｌ以下、好ましくは５０ｇ／Ｌ以下である。また、他の一好適例では、第
２触媒層２６２のコート密度Ｄ２が、概ね４０ｇ／Ｌ以上、好ましくは４５ｇ／Ｌ以上で
ある。これにより、圧損の低減を図りつつ、より良好な触媒性能を発揮することができる
。
【００６２】
　２つの触媒層（第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２）のコート密度は、同じであっ
てもよく、異なっていてもよい。
　好適な一態様では、第２触媒層２６２よりも第１触媒層２６１のコート密度が高い。な
かでも、第２触媒層２６２のコート密度Ｄ２に対する第１触媒層２６１のコート密度Ｄ１

の比（Ｄ１／Ｄ２）が１．３～１．６（例えば１．３～１．４）であるとよい。換言すれ
ば、第１触媒層２６１のコート密度Ｄ１が、第２触媒層２６２のコート密度Ｄ２の１．３
～１．６倍（例えば１．３～１．４倍）であるとよい。これにより、排ガス浄化用触媒１
０全体としての圧損の低減と浄化性能の向上とをより高度に両立することができる。
【００６３】
　つまり、１．３≦（Ｄ１／Ｄ２）を満たすことによって、第１触媒層２６１の圧損が増
大する。これにより、排ガスは、隔壁２６の第１触媒層２６１が形成されている部分を通
り抜け難くなる。そのため、排ガス流入側の端部２４ａから入側セル２４へと流入した排
ガスは、第１触媒層２６１が形成されていない部分まで入側セル２４内をまっすぐ進み易
くなる。入側セル２４内をまっすぐ進んだ排ガスは、隔壁２６の第１触媒層２６１が形成
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されていない部分（典型的には第２触媒層２６２のみが形成されている部分）を優先して
流れ、出側セル２６に到達するようになる。その結果、入側セル２４から出側セル２５に
至る排ガスの流れが円滑になり、排ガス浄化用触媒１０全体としての圧損を低減すること
ができる。しかし、第１触媒層２６１と第２触媒層２６２を流れる排ガス流量の差が大き
くなり過ぎると、排ガスが隔壁２６の触媒層内を素早く通り抜けてしまう。（Ｄ１／Ｄ２

）≦１．６を満たすことで、優れた浄化性能をより安定的に実現することができる。
【００６４】
　このような触媒層は、従来と同様の方法で形成し得る。例えば図３に示すような２つの
触媒層（第１触媒層２６１及び第２触媒層２６２）は、以下のように形成し得る。
　先ず、図１，２に示すような基材を用意する。次に、２種類の触媒層形成用スラリー（
すなわち、第１触媒層形成用スラリー及び第２触媒層形成用スラリー）を調製する。触媒
層形成用スラリーは、それぞれ、所望の触媒金属成分（典型的にはＰｄ、Ｐｔ、Ｒｈなど
の触媒金属をイオンとして含む溶液）と、所望の担体粉末（典型的には、アルミナ、セリ
アなどのＯＳＣ材）とを必須の成分として含み、その他の任意成分（例えば助触媒として
のＯＳＣ材やバインダ、各種添加剤など）を含み得る。なお、スラリーの性状（粘度や固
形分率など）は、使用する基材の寸法や隔壁２６の性状（気孔率など）、形成する触媒層
の性状などを考慮して調整するとよい。
【００６５】
　次に、上記調製した第１触媒層形成用スラリーを基材の排ガス流入側の端部２４ａから
延伸方向にＬ１の長さまで入側セル２４内に供給し、乾燥、焼成する。これにより、入側
セル２４に接する部分の隔壁２６の細孔内に、所望の性状の第１触媒層２６１を形成する
。第１触媒層２６１の性状（例えばコート密度Ｄ１や気孔率）は、第１触媒層形成用スラ
リーの性状やスラリーの供給量、供給回数などによって調整することができる。例えばコ
ート密度Ｄ１を大きくしたい場合には、スラリーの粘度を高めること、スラリーの固形分
率を上げること、スラリーの供給量を増やすこと、スラリーの供給を複数回行うこと、な
どが有効である。また、第１触媒層２６１の厚みＴ１は、スラリーの供給時間や、上記ス
ラリーの供給時に出側セル２５を加圧して入側セル２４と出側セル２５との間に圧力差を
生じさせることなどによって、調整することができる。なお、スラリーの供給や乾燥、焼
成の操作は従来の触媒層形成時と同様でよい。
【００６６】
　次に、上記調製した第２触媒層形成用スラリーを基材の排ガス流出側の端部２５ａから
延伸方向にＬ２の長さまで出側セル２５内に供給し、乾燥、焼成する。これにより、出側
セル２５に接する部分の隔壁２６の細孔内に、所望の性状の第２触媒層２６２を形成する
。第２触媒層２６２の性状（例えばコート密度Ｄ２や気孔率）や厚みＴ２は、上記第１触
媒層２６１の形成時と同様に、第２触媒層形成用スラリーの性状やスラリーの供給量、供
給回数、供給時間、入側セル２４と出側セル２５との間に生じさせる圧力差などによって
調整することができる。
　これによって、図３に示すような２つの触媒層（第１触媒層２６１及び第２触媒層２６
２）を形成し得る。
【００６７】
　ここに開示される排ガス浄化用触媒１０は、従来に比べて圧損の低減と浄化性能（ＮＯ

ｘ浄化性能）の向上とを高度なレベルで両立可能なものであり得る。したがって、種々の
内燃機関、例えば自動車のガソリンエンジンやディーゼルエンジンの排気系（排気管）に
好適に配置することができる。
【００６８】
　以下、本発明に関するいくつかの実施例につき説明するが、本発明をかかる具体例に示
すものに限定することを意図したものではない。
　なお、以下の試験例において、延伸方向のコート長さＬ１，Ｌ２は、隔壁の全長Ｌｗを
１００％としたときの相対値（％）として示している。同様に、厚みＴ１，Ｔ２は、隔壁
の全体厚みＴｗを１００％としたときの相対値（％）として示している。
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【００６９】
　ハニカム基材として、図１，２に示すような形状を有するコーディエライト製のハニカ
ム基材を準備した。かかるハニカム基材は、全長が１２２ｍｍ、外径が１１８ｍｍ、容積
が１．３Ｌ、セル数が３００ｃｐｓｉ（cells per square inch）、隔壁の平均細孔径が
２０μｍ、隔壁の気孔率が６５％である。このハニカム基材を用いて、触媒層の配置や性
状に係る以下の検討（Ｉ～Ｘ）を行った。
【００７０】
〔Ｉ．基材露出部と触媒層の延伸方向の長さに係る検討〕
　先ず、アルミナ粉末（γ－Ａｌ２Ｏ３）１８ｇと、焼成後のＺＣ複合酸化物（ＺｒＯ２

－ＣｅＯ２）量が４２ｇとなるジルコニア－セリア複合酸化物粉末（ジルコニア／セリア
＝７／２）と、Ｒｈ含有量が０．２ｇである硝酸ロジウムと、適量のイオン交換水とを混
合した。得られた混合液を乾燥した後、焼成（５００℃、１時間）することにより、Ｒｈ
担持粉末を得た。かかる粉末とイオン交換水を混合して、第１触媒層形成用スラリーを調
製した。
　次に、この第１触媒層形成用スラリーをハニカム基材の排ガス流入側の端部から入側セ
ル内に供給し、１５０℃で１時間乾燥し、５００℃で１時間焼成することにより、隔壁内
の入側セルに接する領域の細孔に第１触媒層を形成した。ここでは、延伸方向のコート長
さＬ１のみを表１のように異ならせた第１触媒層を形成した。
【００７１】
　次に、アルミナ粉末（γ－Ａｌ２Ｏ３）１０ｇと、焼成後のＺＣ複合酸化物（ＺｒＯ２

－ＣｅＯ２）量が１５ｇとなるジルコニア－セリア複合酸化物粉末（ジルコニア／セリア
＝７／２）と、硫酸バリウム２．５ｇと、Ｐｄ含有量が０．８ｇである硝酸パラジウムと
、適量のイオン交換水とを混合した。得られた混合液を乾燥した後、焼成（５００℃、１
時間）することにより、Ａｌ２Ｏ３及びＺＣ複合酸化物にＰｄ担持粉末を得た。かかる粉
末とイオン交換水を混合して、第２触媒層形成用スラリーを調製した。
　次に、この第２触媒層形成用スラリーをハニカム基材の排ガス流出側の端部から出側セ
ル内に供給し、乾燥、焼成することにより、隔壁内の出側セルに接する領域の細孔に第２
触媒層を形成した。ここでは、延伸方向のコート長さＬ２のみを表１のように異ならせた
第２触媒層を形成した。
【００７２】
　このようにして、排ガス浄化用触媒（参考例１，例１～５）を得た。
　触媒層の仕様を下表１に纏める。
【００７３】
【表１】

【００７４】
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＜圧損の評価＞
　上記排ガス浄化用触媒の圧損比率を測定した。具体的には、先ず、触媒層をコートする
前のハニカム基材（リファレンス）を準備し、７ｍ３／ｍｉｎの風量で空気を流通させた
ときの圧力を測定した。次に、作製した排ガス浄化用触媒（触媒層付きのハニカム基材）
を用いて、リファレンスと同様に空気を流通させたときの圧力を測定した。そして、次式
：〔（排ガス浄化用触媒の圧力－リファレンスの圧力）／リファレンスの圧力〕×１００
；から圧損増加率（％）を算出した。結果を表１の該当欄に示す。なお、表１には、１つ
の試験例の圧損増加率に対する相対比、つまり、１つの試験例の圧損増加率を基準（１）
としたときの相対的な圧損比率（倍）を表している。この値が小さいほど（マイナスの値
が大きいほど）、圧損の上昇が小さく抑えられているといえる。
【００７５】
＜排ガス浄化性能の評価＞
　上記得られた排ガス浄化用触媒をガソリンエンジンの排気管に装着し、昇温時の排ガス
浄化性能を比較した。具体的には、排ガス浄化用触媒をエンジンベンチの排気系に設置し
、熱交換器を用いて触媒入ガス温度を１５０℃から５０℃／ｍｉｎで上昇させた。このと
きの触媒入ガス濃度と出ガス濃度から、昇温時におけるＮＯｘ成分の５０％浄化温度（Ｎ
Ｏｘ_Ｔ５０）を算出した。結果を表１の該当欄に示す。なお、表１には、１つの試験例
のＮＯｘ_Ｔ５０に対する相対差、つまり、１つの試験例のＮＯｘ_Ｔ５０を基準としたと
きの差分を表している。この数値が小さいほど（マイナスの値が大きいほど）、ＮＯｘ_
Ｔ５０が低く浄化性能が良好であるといえる。
【００７６】
　図４は、例３と参考例１の圧損比率を比較したグラフである。表１および図４から明ら
かなように、本発明に係る例３では参考例１に比べて圧損比率が低減されていた。参考例
１の圧損比率が高かった理由としては、２つの触媒層が基材の延伸方向の全長で重なって
いるため、隔壁の細孔、つまりガス流路が塞がれた状態となっているためと考えられる。
これに対して、例３ではガス流路の塞がれた状態が解消されたため、圧損比率が小さく抑
えられたと考えられる。
　図５は、例３と参考例１の排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０の絶対値）を比較したグラ
フである。表１および図５から明らかなように、本発明に係る例３では参考例１に比べて
浄化性能が向上した。これは、２つの触媒層で貴金属密度が向上したためと考えられる。
【００７７】
　図６は、例１～５における、第１触媒層の長さＬ１と圧損比率の関係を示すグラフであ
る。図７は、例１～５における、第１触媒層の長さＬ１と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５

０）の関係を示すグラフである。
　第１触媒層の長さＬ１が長くなると、基材露出部の長さＬ３が短くなる。また、延伸方
向において第１触媒層と第２触媒層との重なり部分が増えることにもなる。そのため、ガ
ス流路が塞がれた部分が増えて、圧損が増大する傾向にある。一方で、本試験例ではコー
ト量を等しくしているため、第１触媒層の長さＬ１が短くなると隔壁内でのコート密度が
増加する。そのため、ガス流路が塞がれて、圧損が増大する傾向にある。表１及び図６，
７から明らかなように、基材露出部の長さＬ３が、０．２Ｌｗ≦Ｌ１≦０．４Ｌｗ（例え
ば０．２３Ｌｗ≦Ｌ３≦０．３８Ｌｗ）を満たすこと、換言すれば、第１触媒層の長さＬ

１が、０．６Ｌｗ≦Ｌ１≦０．８Ｌｗ（例えば０．６２Ｌｗ≦Ｌ１≦０．７７Ｌｗ）を満
たすことで、圧損の低減と浄化性能の向上とをより高度に両立することができる。
【００７８】
〔ＩＩ．触媒層の延伸方向の重なりに係る検討〕
　本試験例では、上記Ｉ．と同様の触媒層形成用スラリーを用いた。このスラリーを用い
て、上記Ｉ．に準じて、延伸方向のコート長さＬ１，Ｌ２のみが表２に示すように異なる
第１触媒層及び第２触媒層を形成した。そして、上記Ｉ．と同様に圧損と排ガス浄化性能
の評価を実施した。結果を表２の該当欄に示す。なお、表２において、「Ｌ１とＬ２の重
なり（％）」は、隔壁の延伸方向の全長Ｌｗを１００％としたときの、Ｌ１とＬ２の重な
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り部分の長さの割合（％）を示すものである。つまり、値がマイナスのときは、延伸方向
において第１触媒層と第２触媒層の間に隙間があることを示している。
【００７９】
【表２】

【００８０】
　図８は、触媒層の延伸方向の重なりと圧損比率の関係を示すグラフである。図９は、触
媒層の延伸方向の重なりと排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関係を示すグラフである
。
　図８から明らかなように、第１触媒層と第２触媒層の重なり部分が増えると、ガス流路
が塞がれた部分が増えるため、圧損が増大する。一方で、図９から明らかなように、第１
触媒層と第２触媒層の重ならない部分が生じると、排ガスが触媒層の存在しない部分を通
過してしまい、浄化性能が低下する。以上のことから、第１触媒層の長さＬ１と第２触媒
層の長さＬ２との重なり部分（オーバーラップ部分）が隔壁の延伸方向の全長Ｌｗの０．
５～３０％であると、つまり、１．００５Ｌｗ≦（Ｌ１＋Ｌ２）≦１．３Ｌｗ（例えば１
．０１Ｌｗ≦（Ｌ１＋Ｌ２）≦１．２９Ｌｗ）を満たすと、圧損の低減と浄化性能の向上
とをより高度に両立することができる。
【００８１】
〔ＩＩＩ．触媒層のコート密度に係る検討〕
　本試験例では、触媒層形成用スラリーを調製する際に以下の材料を用いた。これ以外は
上記Ｉ．に準じて、コート量（コート密度）のみが表３に示すように異なる第１触媒層及
び第２触媒層を形成した。そして、上記Ｉ．と同様に圧損と排ガス浄化性能の評価を実施
した。結果を表３の該当欄に示す。
＜例１１＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１５．５ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物
粉末（ジルコニア／セリア＝７／２）３６．１ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１１．４ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物
粉末（ジルコニア／セリア＝７／２）１７．２ｇ、硫酸バリウム２．９ｇ、硝酸パラジウ
ム（Ｐｄ含有量０．８ｇ）
＜例１２＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１７．５ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物
粉末（ジルコニア／セリア＝７／２）４０．７ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０．２ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物
粉末（ジルコニア／セリア＝７／２）１５．３ｇ、硫酸バリウム２．６ｇ、硝酸パラジウ
ム（Ｐｄ含有量０．８ｇ）
＜例１３＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
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（ジルコニア／セリア＝７／２）４２ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
＜例１４＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８．９ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物
粉末（ジルコニア／セリア＝７／２）４４．１ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末９．５ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉
末（ジルコニア／セリア＝７／２）１４．３ｇ、硫酸バリウム２．３ｇ、硝酸パラジウム
（Ｐｄ含有量０．８ｇ）
＜例１５＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１９．８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物
粉末（ジルコニア／セリア＝７／２）４６．３ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末９．０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉
末（ジルコニア／セリア＝７／２）１３．５ｇ、硫酸バリウム２．２ｇ、硝酸パラジウム
（Ｐｄ含有量０．８ｇ）
【００８２】
【表３】

【００８３】
　図１０は、コート密度の比（Ｄ１／Ｄ２）と圧損比率の関係を示すグラフである。図１
１は、コート密度の比（Ｄ１／Ｄ２）と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関係を示す
グラフである。
　図１０，１１から明らかなように、コート密度の比（Ｄ１／Ｄ２）が１．３～１．６（
例えば１．３０≦Ｄ１／Ｄ２≦１．５１）を満たすことで、圧損の低減と浄化性能の向上
とをより高度に両立することができる。つまり、第１触媒層のコート密度Ｄ１と第２触媒
層のコート密度Ｄ２を変えることで、第１触媒層の形成されていない隔壁部分に排ガスを
誘導することができる。その結果、排ガスの流れが円滑になり、圧損が低減される。Ｄ１

とＤ２が均一に近づくとその効果が減少するため、圧損が増大する。
【００８４】
〔ＩＶ．第１触媒層のアルミナ含有割合に係る検討〕
　本試験例では、第１触媒層形成用スラリーを調製する際に以下の材料を用い、第２触媒
層形成用スラリーに全て上記Ｉ．と同様のものを用いた。これ以外は上記Ｉ．に準じて、
第１触媒層のアルミナ含有割合のみが表４に示すように異なる第１触媒層及び第２触媒層
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を形成した。そして、上記Ｉ．と同様に圧損と排ガス浄化性能の評価を実施した。結果を
表４の該当欄に示す。
＜例１６＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末７ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末（
ジルコニア／セリア＝７／２）５３ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例１７＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）５０ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例１８＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）４２ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例１９＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末２９ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）３１ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例２０＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末３２ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）２８ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
【００８５】
【表４】

【００８６】
　図１２は、第１触媒層のアルミナ含有割合Ａ１と圧損比率の関係を示すグラフである。
図１３は、第１触媒層のアルミナ含有割合Ａ１と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関
係を示すグラフである。
　一般に、アルミナは、他の材料と比較して耐熱性は高いが嵩密度は低い傾向にある。こ
のため、アルミナの割合が高いと圧損が増加する傾向にあり、逆にアルミナの割合が低い
と浄化性能は低下する傾向にある。図１２，１３から明らかなように、第１触媒層の固形
分全体を１００質量％としたときのアルミナ含有割合Ａ１が１５～５０質量％（例えば１
６．６～４８．２質量％）を満たすことで、圧損の低減と浄化性能の向上とをより高度に
両立することができる。
【００８７】
〔Ｖ．第１触媒層のセリウム含有割合に係る検討〕
　本試験例では、第１触媒層形成用スラリーを調製する際に以下の材料を用い、第２触媒
層形成用スラリーに全て上記Ｉ．と同様のものを用いた。これ以外は上記Ｉ．に準じて、
第１触媒層のセリウム含有割合のみが表５に示すように異なる第１触媒層及び第２触媒層
を形成した。そして、上記Ｉ．と同様に圧損と排ガス浄化性能の評価を実施した。結果を
表５の該当欄に示す。



(22) JP 6527935 B2 2019.6.12

10

20

30

40

50

＜例２１＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末２９ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝８．５／０．５）３１ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例２２＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末２９ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝８／１）３１ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例２３＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝８／１）４２ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例２４＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７．５／１．５）４２ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例２５＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）４２ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例２６＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝６．５／２．５）４２ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例２７＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝５／４）４２ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例２８＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝５／４）５０ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
＜例２９＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝３／６）５０ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
【００８８】

【表５】

【００８９】
　図１４は、第１触媒層のセリウム含有割合Ｃ１と圧損比率の関係を示すグラフである。
図１５は、第１触媒層のセリウム含有割合Ｃ１と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関
係を示すグラフである。
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　図１４，１５から明らかなように、第１触媒層の固形分全体を１００質量％としたとき
のセリウム含有割合Ｃ１が５～３５質量％（例えば５．１～３３．２質量％）を満たすこ
とで、圧損の低減と浄化性能の向上とをより高度に両立することができる。
【００９０】
〔ＶＩ．基材露出部と触媒層の厚みに係る検討〕
　本試験例では、上記Ｉ．と同様の触媒層形成用スラリーを用いた。このスラリーを用い
、上記Ｉ．に準じて、隔壁の厚さ方向の全長Ｔｗを１００％としたときに厚みＴ１，Ｔ２

が表６に示すように異なる第１触媒層及び第２触媒層を形成した。そして、上記Ｉ．と同
様に圧損と排ガス浄化性能の評価を実施した。結果を表６の該当欄に示す。
　なお、表６において、「コート厚み」の値がマイナスのとき（参考例２）は、隔壁の内
部ではなく、隔壁上（隔壁の表面）に触媒層が堆積していることを示している。また、「
Ｔ１とＴ２の重なり（％）」は、隔壁の厚さ方向の全長Ｔｗを１００％としたときの、Ｔ

１とＴ２の重なり部分の厚みの割合（％）を示すものである。値が０のときは隔壁内で２
つの触媒層が厚さ方向に２分されている（接している）ことを示し、値がマイナスのとき
は厚さ方向において第１触媒層と第２触媒層の間に隙間があることを示している。
【００９１】
【表６】

【００９２】
　表６に示すように、隔壁上に触媒層を設けている参考例２では、他の試験例に比べて排
ガスが通過し難くなり、圧損が増大してしまう。換言すれば、例３０～３４のように隔壁
の内部に触媒層を形成することで、圧損の増大を効果的に抑制することができる。
　また、図１６は、触媒層の厚みＴ１，Ｔ２と圧損比率の関係を示すグラフである。図１
７は、触媒層の厚みＴ１，Ｔ２と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関係を示すグラフ
である。
　一般に、コート厚みが薄いほど隔壁内のコート密度が増加するため、ガス流路が塞がれ
て圧損が増大する傾向にある。一方で、コート厚みが厚いと圧損は低減されるが、排ガス
が触媒層内を通過する時間が短くなるため、浄化性能が低下傾向となる。表６及び図１６
，１７から明らかなように、基材露出部の厚みＴ３が、０．４Ｔｗ≦Ｔ３（例えば０．４
Ｔｗ≦Ｔ３≦０．６Ｔｗ）を満たすこと、換言すれば、第１触媒層の厚みＴ１が０．４Ｔ

ｗ≦Ｔ１≦０．６Ｔｗを満たすこと、及び／又は、第２触媒層の厚みＴ２が０．４Ｔｗ≦
Ｔ１≦０．６Ｔｗを満たすこと、及び／又は、Ｔ１とＴ２の重なり部分（オーバーラップ
部分）が隔壁の厚さ方向の全長Ｔｗの－２０～＋２０％であること、によって、圧損の低
減と浄化性能の向上とをより高度に両立することができる。
【００９３】
〔ＶＩＩ．触媒金属種に係る検討〕
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　本試験例では、触媒層形成用スラリーを調製する際に以下の材料を用いた。これ以外は
上記Ｉ．に準じて、コート量（コート密度）のみが表７に示すように異なる第１触媒層及
び第２触媒層を形成した。そして、上記Ｉ．と同様に圧損と排ガス浄化性能の評価を実施
した。結果を表７の該当欄に示す。
＜例３５＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）４２ｇ、硝酸白金（Ｐｔ含有量０．８ｇ）
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含
有量０．２ｇ）
＜例３６＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）４２ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸白金（Ｐｔ含有量
０．８ｇ）
＜例３７＞
・第１触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）４２ｇ、硝酸ロジウム（Ｒｈ含有量０．２ｇ）
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
【００９４】
【表７】

【００９５】
　図１８は、触媒金属種が異なる場合の圧損比率を比較したグラフである。図１９は、触
媒金属種が異なる場合の排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）を比較したグラフである。
　例３５と比較して例３６は浄化性能が向上した。これは、酸化／還元性能に優れるＲｈ
を前方（第１触媒層）に配置することで、触媒の暖機性が向上した効果と考えられる。ま
た、例３６と比較して例３７はさらに浄化性能が向上した。これは、第２触媒層にＰｔよ
りもＮＯｘ還元性能の高いＰｄを配置した効果と考えられる。
【００９６】
〔ＶＩＩＩ．第２触媒層のアルミナ含有割合に係る検討〕
　本試験例では、第１触媒層形成用スラリーに全て上記Ｉ．と同様のものを用い、第２触
媒層形成用スラリーを調製する際に以下の材料を用いた。これ以外は上記Ｉ．に準じて、
第２触媒層のアルミナ含有割合のみが表８に示すように異なる第１触媒層及び第２触媒層
を形成した。そして、上記Ｉ．と同様に圧損と排ガス浄化性能の評価を実施した。結果を
表８の該当欄に示す。
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＜例３８＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末５ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末（
ジルコニア／セリア＝７／２）２０ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ含
有量０．８ｇ）
＜例３９＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末６ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末（
ジルコニア／セリア＝７／２）１９ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ含
有量０．８ｇ）
＜例４０＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
＜例４１＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）７ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ含
有量０．８ｇ）
＜例４２＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１９ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）６ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ含
有量０．８ｇ）
【００９７】

【表８】

【００９８】
　図２０は、第２触媒層のアルミナ含有割合Ａ２と圧損比率の関係を示すグラフである。
図２１は、第２触媒層のアルミナ含有割合Ａ２と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関
係を示すグラフである。
　一般に、上記の通り、アルミナは、他の材料と比較して耐熱性は高いが嵩密度は低い傾
向にある。このため、アルミナの割合が高いと圧損が増加する傾向にあり、逆にアルミナ
の割合が低いと浄化性能は低下する傾向にある。図２０，２１から明らかなように、第２
触媒層の固形分全体を１００質量％としたときのアルミナ含有割合Ａ２が２０～６５質量
％（例えば２１．２～６３．６質量％）を満たすことで、圧損の低減と浄化性能の向上と
をより高度に両立することができる。
【００９９】
〔ＩＸ．第２触媒層のセリウム含有割合に係る検討〕
　本試験例では、第１触媒層形成用スラリーに全て上記Ｉ．と同様のものを用い、第２触
媒層形成用スラリーを調製する際に以下の材料を用いた。これ以外は上記Ｉ．に準じて、
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を形成した。そして、上記Ｉ．と同様に圧損と排ガス浄化性能の評価を実施した。結果を
表９の該当欄に示す。
＜例４３＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝８．５／０．５）７ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム
（Ｐｄ含有量０．８ｇ）
＜例４４＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１８ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝８／１）７ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ含
有量０．８ｇ）
＜例４５＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝８／１）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
＜例４６＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７．５／１．５）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウ
ム（Ｐｄ含有量０．８ｇ）
＜例４７＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
＜例４８＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝６．５／２．５）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウ
ム（Ｐｄ含有量０．８ｇ）
＜例４９＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝５／４）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
＜例５０＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末６ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末（
ジルコニア／セリア＝５／４）１９ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ含
有量０．８ｇ）
＜例５１＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末６ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末（
ジルコニア／セリア＝３／６）１９ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ含
有量０．８ｇ）
【０１００】



(27) JP 6527935 B2 2019.6.12

10

20

30

40

50

【表９】

【０１０１】
　図２２は、第２触媒層のセリウム含有割合Ｃ２と圧損比率の関係を示すグラフである。
図２３は、第２触媒層のセリウム含有割合Ｃ２と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関
係を示すグラフである。
　図２２，２３から明らかなように、第２触媒層の固形分全体を１００質量％としたとき
のセリウム含有割合Ｃ２が２～３０質量％（例えば２．５～２６．９質量％）を満たすこ
とで、圧損の低減と浄化性能の向上とをより高度に両立することができる。
【０１０２】
〔Ｘ．第２触媒層のバリウム含有割合に係る検討〕
　本試験例では、第１触媒層形成用スラリーに全て上記Ｉ．と同様のものを用い、第２触
媒層形成用スラリーを調製する際に以下の材料を用いた。これ以外は上記Ｉ．に準じて、
第２触媒層の硫酸バリウム含有割合のみが表１０に示すように異なる第１触媒層及び第２
触媒層を形成した。そして、上記Ｉ．と同様に圧損と排ガス浄化性能の評価を実施した。
結果を表１０の該当欄に示す。
＜例５２＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム１．２ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
＜例５３＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム２．３ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
＜例５４＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム２．５ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
＜例５５＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム２．８ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
＜例５６＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
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（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム５．９ｇ、硝酸パラジウム（Ｐｄ
含有量０．８ｇ）
＜例５７＞
・第２触媒層形成用スラリー：アルミナ粉末１０ｇ、ジルコニア－セリア複合酸化物粉末
（ジルコニア／セリア＝７／２）１５ｇ、硫酸バリウム１１．８ｇ、硝酸パラジウム（Ｐ
ｄ含有量０．８ｇ）
【０１０３】
【表１０】

【０１０４】
　図２４は、第２触媒層のバリウム含有割合と圧損比率の関係を示すグラフである。図２
５は、第２触媒層のバリウム含有割合と排ガス浄化性能（ＮＯｘ_Ｔ５０）の関係を示す
グラフである。
　一般に、触媒層にバリウムを添加することで、貴金属のＨＣ被毒やシンタリングが抑制
される効果がある。これにより、浄化性能が向上する。しかし、バリウムを添加し過ぎる
と触媒層中にバリウムが偏析してしまい、ガス流路が塞がれてしまう。このため、圧損が
増加する傾向にある。図２４，２５から明らかなように、第２触媒層の固形分全体を１０
０質量％としたとき、バリウム含有割合が１２質量％以下（例えば２．６～１１質量％）
、ここでは硫酸バリウム含有割合が２０質量％以下（例えば４．４～１８．６質量％）で
あると、圧損の低減と浄化性能の向上とをより高度に両立することができる。
【０１０５】
　次に、排ガス浄化用触媒の耐久性評価を実施した。
　具体的にはまず、ハニカム基材として、図１，２に示すような形状を有するコーディエ
ライト製のハニカム基材を準備した。かかるハニカム基材は、全長が１０５ｍｍ、外径が
１０３ｍｍ、容積が０．９Ｌ、セル数が３００ｃｐｓｉ（cells per square inch）、隔
壁の厚みが０．３ｍｍ、隔壁の気孔率が５９％である。このハニカム基材を用いて、第２
触媒層の延伸方向のコート長さＬ２のみを異ならせた排ガス浄化用触媒を作製した。
【０１０６】
　先ず、担体であるアルミナ粉末（γ－Ａｌ２Ｏ３）４０ｇと、触媒金属としてのＲｈ含
有量が０．２ｇである硝酸ロジウムと、適量の純水とを混合した。得られた混合液を撹拌
混合した後、乾燥、焼成（５００℃、１時間）することにより、Ａｌ２Ｏ３粉末にＲｈが
担持された形態のＲｈ担持粉末を得た。かかるＲｈ担持粉末と、焼成後のＺＣ複合酸化物
（ＺｒＯ２－ＣｅＯ２）量が６０ｇとなるジルコニア－セリア複合酸化物と、適量の純水
とを混合して、触媒層形成用スラリーを調製した。
　次に、上記スラリーを、ハニカム基材の排ガス流入側の端部から入側セル内に供給し、
１５０℃で１時間乾燥した後、５００℃で１時間の焼成を行うことにより、該入側セルと
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接する隔壁の細孔内に第１触媒層を形成した。
　次に、上記スラリーを、ハニカム基材の排ガス流出側の端部から出側セル内に供給し、
１５０℃で１時間乾燥した後、５００℃で１時間の焼成を行うことにより、該出側セルと
接する隔壁の細孔内に第２触媒層を形成した。
　このようにして、排ガス浄化用触媒を得た。触媒層の仕様を下表１１に纏める。
【０１０７】
【表１１】

【０１０８】
＜圧損の評価＞
　次に、排ガス浄化用触媒について、上記Ｉ．と同様に圧損（ｋＰａ）を測定した。結果
を表１１の該当欄に示す。なお、表１１では例５９の圧損を基準（１）とし、これに対す
る圧損の比率を表している。
【０１０９】
＜耐久処理＞
　上記排ガス浄化用触媒に耐久処理を施した。具体的には、排ガス浄化用触媒を触媒コン
バータにセットし、エンジン排気口の下流に設置した。そして、触媒の入側温度を９００
℃として５０時間排ガスに曝し、耐久処理を行った。なお、排ガスは排ガス浄化用触媒に
均等に流通されるようにし、また、排ガスは、ストイキ（Ａ／Ｆ＝１４．６）、リッチ（
Ａ／Ｆ＝１２．０）、燃料カットを周期的に繰り返すモードでエンジン運転された時に排
出されたものとした。
【０１１０】
＜耐久後の排ガス浄化性能の評価＞
　次に、耐久試験後の排ガス浄化用触媒について、排ガス浄化性能の評価を実施した。具
体的には、耐久処理後の排ガス浄化用触媒を触媒コンバータにセットし、エンジン排気口
の下流に設置した。そして、触媒の入側温度を４００℃に固定し、周期１Ｈｚで±０．５
または±１．０の振幅をかけた状態で、Ａ／Ｆを１３．５から１５．５に変動させながら
エンジン運転し、排ガス浄化用触媒に排ガスを流通させた。なお、空間速度（ＳＶ）は１
０００００ｈ－１とした。このときのＣＯ、ＨＣ、ＮＯｘの濃度を記録して、縦軸：転化
率、横軸：Ａ／Ｆのグラフから、ＨＣ－ＮＯｘのクロスオーバーポイント（ＣＯＰ；ＨＣ
が、ＮＯｘと交差する点）を読み取り、浄化量を算出した。結果を表１１の該当欄に示す
。
【０１１１】
　図２６は、第２触媒層の長さＬ２と耐久後の圧損比率の関係を示すグラフである。図２
７は、第２触媒層の長さＬ２と耐久後の浄化量の関係を示すグラフである。
　図２６から明らかなように、本試験例ではコート量を等しくしているため、第２触媒層
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壁の全長Ｌｗの６０％以上であると、その効果が高い。ただし、第２触媒層を長くしすぎ
ると、延伸方向において第１触媒層と重なる部分が増えることになる。そのため、ガス流
路が塞がれた部分が増えて、圧損が増大する傾向にある。また、図２７から明らかなよう
に、第２触媒層の長さＬ２が長くなるほど、浄化量は増加する。これは、第２触媒層の圧
損が低減されることで排ガスが入側セル内をまっすぐ進み易くなり、排ガスと触媒金属と
の接触の機会が増加するためと考えられる。以上のことから、第２触媒層の長さＬ２が、
０．４Ｌｗ≦Ｌ２≦０．８Ｌｗ（例えば０．６Ｌｗ≦Ｌ２≦０．７５Ｌｗ）を満たすと、
圧損の低減と浄化性能の向上とをより高度に両立することができる。
【０１１２】
　以上、本発明の具体例を詳細に説明したが、これらは例示にすぎず、請求の範囲を限定
するものではない。請求の範囲に記載の技術には、以上に例示した具体例を様々に変形、
変更したものが含まれる。
【符号の説明】
【０１１３】
１　　　　ハニカム基材
１ａ　　　端部
２　　　　封止部
４　　　　開口部
６、２６　隔壁
１０　　　排ガス浄化用触媒
２２　　　封止部
２４　　　入側セル
２４ａ　　排ガス流入側の端部
２５　　　出側セル
２５ａ　　排ガス流出側の端部
２６１　　第１触媒層
２６２　　第２触媒層
２６Ｎ１　第１の基材露出部
２６Ｎ２　第２の基材露出部
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